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つくば市議会だより

議会を΋っと஌りたくなる৘報ࢴ

マνΠϩ

つくば市議会だよりが
スマーτϑΥンでಡめます

/P�17�
令和̑年 	202� 年 
 ３月１日発行
発行ɿつくば市議会
編集ɿ広報広聴委員会

12 月定ྫ会

一ൠ࣭໰
委員会審査
議案౳審議
会࣌ྟ
議決݁果・ࢍ൱　
ಛ集

1 ２ʙ̑
1 ̒ʙ̓
1 ̓
1 ８
1 ̕
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⾣つ͘͹ࢢ議会
　νϟϯωル

つ͘͹ࢢ議会
νϟϯωル

で഑৴中
νϟϯωルొ࿥

いしますYouTubeで動画を配信していますئ͓
つくば市議会チャンネル

⾣つ͘͹ࢢ議会
　νϟϯωル

広 報 広 聴 委 員 について͝঺հします 10 ϖージ会

νϟϯωル
ొ࿥͓ئい

します

12 月定ྫ会ϋΠϥΠτ 令和̐年第̏回ྟ࣌会ϋΠϥΠτ 令和５年第１回ྟ࣌会ϋΠϥΠτ

10 ϖージ  議会報告会ってなに？？

令和̐年౓ つ͘͹ࢢ議会 議会報告会

̏月定ྫ会 開࠵中！Πϯλーωοτで議৔ϥΠϒ中ܧしています ⾣ ⾣ ⾣

⾣ ⾣ ⾣

３月定例会の日ఔ

３月   ̓日 	 Ր 
　予算決算委員会（福祉保健分Պ会）・福祉保健委員会
　　   ８日 	 ਫ 
　予算決算委員会（市民経済分Պ会）・市民経済委員会
　　   ̕日 	 ໦ 
　予算決算委員会（都市建設分Պ会）・都市建設委員会
　　  20 日 	 月 
　予算決算委員会
　　  24 日 	 ۚ 
　౼࿦・࠾決
　　  2� 日 	 Ր 
　ด会

２月  14 日 	 Ր 
　開会
　　  2� 日 	 Ր 
　会೿୅ද࣭໰
３月   １日 	 ਫ 
　一ൠ࣭໰
　　   ２日 	 ໦ 
　一ൠ࣭໰
　　   ３日 	 ۚ 
　一ൠ࣭໰・総ׅ࣭ٙ
            ̒日 	 月 
　予算決算委員会（総務文教分Պ会）・総務文教委員会

１月 2� 日につ͘͹ࢢ໾ॴ̒֊にて議会報告会Λ開࠵しɺ64 ਓのࢢຽのօさまに͝ࢀՃいた͖ͩました。
　第 1 部は֤ৗ೚委員会から決算審査について報告Λ行いɺ第２部は̐άルーϓに෼かれて意見交換会Λ行いました。

Ұൠ࣭໰：14 ໊の議員がന೤の議࿦Λల開                    

議Ҋ審議：議Ҋ 27 ݅ɺ੥１݅ئɺ
　　　　　意見ॻҊ１݅
　　　　　

議Ҋ審議：議Ҋ１݅　　　　　

新 ⾣ ⾣ ⾣

議Ҋ審議：議Ҋ１݅
　　　　　

令和̐年౓
議会報告会
ϗーϜϖージ

開࠵ しました �

˞ 定例会の日ఔはมߋされる場߹が͋ります。
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す
。
改
め
て
検
討
中
の
箇
所
を
抽
出

し
、
年
度
末
ま
で
に
関
係
機
関
に
進

捗
状
況
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
結
果
は
、
速
や
か
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
、

過
去
の
点
検
箇
所
の
進
捗
管
理
と
公

表
は
ど
の
よ
う
に
行
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
来
年
度
以
降
は
、
過
年
度

分
に
つ
い
て
、
検
討
中
の
箇
所
、
検

討
後
に
進
展
が
見
ら
れ
た
箇
所
な
ど

の
進
捗
を
確
認
し
、
年
度
末
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
３
歳
児
健
診
に
お
け

る
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
、

防
災
対
策
お
よ
び
防
災
教
育
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
過
年
度
の
通
学
路
安
全
点

検
に
お
い
て
対
応
方
針
が
検
討
中
と

さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗

状
況
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
当
該
箇
所
の
数
お
よ
び
対
応

の
進
捗
管
理
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
ま
で
の
点
検
箇
所
は
８
７
２
カ

所
あ
り
、
内
２
９
５
カ
所
は
検
討
中

な
ど
の
箇
所
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
点

検
で
対
策
が
検
討
中
の
箇
所
は
、
情

報
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
既
に
対
策
が
完
了
し
た
箇
所
も

含
め
、
検
討
中
の
ま
ま
で
最
新
の
結

上
水
道
事
業
費
は
、
借
入
金
な
ど
で

調
整
可
能
で
す
。
物
価
高
の
今
だ
か

ら
こ
そ
、
人
口
増
に
よ
る
伸
び
率
分

だ
け
で
も

基
本
料
金

引
き
下
げ

に
回
し
、

市
民
の
負

担
軽
減
を

検
討
す
る

よ
う
要
望

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ

ザ
イ
ン
株
式
会
社
の
半
期
決
算
報
告
、

旧
統
一
教
会
お
よ
び
関
連
団
体
と
市

の
関
係
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
副

葬
品
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
、
洞
峰

公
園
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
政
府
は
令
和
５
年
通
常
国

会
に
向
け
、
介
護
保
険
の
見
直
し
を

検
討
中
で
す
。
内
容
は
、
利
用
料
２

割
・
３
割
負
担
対
象
者
の
拡
大
、
要

介
護
度
１
・
２
の
生
活
援
助
の
自
治

体
総
合
事
業
へ
の
移
行
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
の
自
己
負
担
導
入
、
福
祉
用

具
貸
与
を
購
入
へ
変
更
な
ど
、
負
担

増
と
給
付
削
減
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。

①
要
介
護
度
１
・
２
の
訪
問
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
と
課
題
、
②
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
費

用
と
件
数
、
③
基
金
活
用
で
の
保
険

料
値
上
げ
回
避
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
香
取
台
小
学
校
、
研
究
学

園
小
中
学
校
が
令
和
５
年
４
月
に
開

校
さ
れ
ま
す
。
①
通
学
路
の
安
全
対

策
、
②
香
取
台
小
学
校
敷
地
内
の
か

と
り
だ
い
交
流
館
に
お
け
る
市
民
利

用
会
議
室
の
運
営
と
生
涯
学
習
の
取

り
組
み
、
③
研
究
学
園
小
学
校
で
の

取
り
組
み
、
④
研
究
学
園
小
中
学
校

の
拡
張
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
の
外
周
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
開
校
準
備
委
員
会
や
保

護
者
の
意
見
と
、
市
の
調
査
デ
ー
タ

を
基
に
関
係
機
関
と
協
議
し
、
対
応

可
能
箇
所
は
措
置
し
ま
し
た
。
香
取

　
　
　
　
近
年
の
給
水
人
口
増
で
水

道
料
金
収
入
も
増
え
、
純
利
益
も
伸

び
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後

の
純
利
益
の
伸
び
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
水
道
事
業
の
純
利
益
の
伸

び
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
ま
で

の
今
後
５
年
間
は
、
毎
年
約
７
億
円

か
ら
８
億
円
の
純
利
益
が
確
保
で
き

る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
令
和
９

年
度
以
降
は
、
老
朽
施
設
の
維
持
修

繕
や
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備
お
よ

び
更
新
に
係
る
減
価
償
却
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
純
利
益
は
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。
短
期
的
に
は
利
益
が

確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
上
水

道
未
整
備
地
域
の
解
消
や
、
耐
用
年

数
を
迎
え
る
施
設
の
更
新
な
ど
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
事
業
費

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
収

支
見
通
し
を
考
慮
す
る
と
、
料
金
値

下
げ
を
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
２
～
４
年
度
で
毎
年

５
千
人
の
人
口
増
、今
後
も
同
水
準
の

人
口
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
決
算
書

か
ら
、
人
口
増
に
よ
る
純
利
益
の
伸

び
率
分
だ
け
で
毎
年
２
億
～
３
億
円

増
え
て
い
ま
す
。
未
整
備
地
域
へ
の

　
　
　
　

①
令
和
４
年
９
月
で
は
、

要
介
護
１
が
２
７
８
人
、
要
介
護
２

が
２
８
２
人
、
合
計
５
６
０
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
、
総
合
事
業
へ
移
行
し
た

場
合
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
介
護
知
識
・
技
術
の
習
得

や
人
材
育
成
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

う
要
介
護
者
増
加
に
対
応
す
る
体
制

づ
く
り
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
は
約
７
億
２
千
万
円

で
、
延
べ
件
数
は
約
５
万
件
で
す
。

１
人
当
た
り
の
作
成
費
用
は
、
要
支

援
１
・
２
が
約
４
６
０
０
円
、
要
介

護
１
・
２
が
約
１
万
１
５
０
０
円
、

要
介
護
３
～
５
が
約
１
万
５
千
円
で
、

作
成
費
用
は
全
額
公
費
負
担
で
す
。

③
全
国
的
な
高
齢
化
率
上
昇
に
伴
う

要
介
護
認
定
者
数
お
よ
び
認
定
率
の

上
昇
は
、
つ
く
ば
市
も
同
様
で
あ
り
、

介
護
給
付
費
が
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

次
期
保
険
料
は
、
次
期
計
画
策
定
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
、

必
要
に
応
じ
て
介
護
給
付
費
準
備
基

金
を
活
用
し
て
、
保
険
料
の
上
昇
を

可
能
な
限
り
抑
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
耐
震
基
準
を
満
た
さ

な
い
公
立
保
育
所
の
廃
止
計
画
、
市

の
目
指
し
て
い
る
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
方
向
性
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

川か
わ
く
ぼ
久
保　
皆み
な
み実　

議
員

　
物
価
高
の
今
こ
そ　
水
道
料
金
引
き
下
げ
を

　
介
護
保
険
料
は
基
金
の
活
用
で
値
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
！

　
通
学
路
安
全
点
検
、
進
捗
管
理
の
徹
底
を
！

　
新
設
校
な
ど
に
つ
い
て

果
に
更
新
し
て
い
な
か
っ
た
箇
所
も

あ
っ
た
た
め
、
現
在
、
進
捗
状
況
を

整
理
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
対
策

の
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
、
検

討
中
と
し
た
箇
所
を
定
期
的
に
確
認

す
る
方
法
を
定
め
て
進
捗
状
況
を
管

理
し
、
検
討
内
容
を
明
記
し
て
公
表

す
る
よ
う
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
い
つ
ま
で
に
進
捗
状
況
を

整
理
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
公
表

す
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
未
完
了
の
点
検

箇
所
は
、
関
係
機
関
で
検
討
が
完
了

し
て
お
ら
ず
、
検
討
中
と
し
て
い
ま

台
小
学
校
敷
地
東
側
の
吉
祥
公
園
付

近
へ
の
信
号
機
設
置
を
茨
城
県
公
安

委
員
会
で
決
定
し
、
研
究
学
園
小
中

学
校
の
歩
道
の
車
止
め
や
調
整
池
周

り
の
防
護
柵
の
ロ
ー
プ
を
補
修
し
た

他
、
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
防

犯
灯
の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
活
動
支
援
の
た
め
、
貸
し
会

議
室
お
よ
び
自
由
に
利
用
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
し
、
令

和
５
年
４
月
開
所
時
に
、「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
運
営
業
務
委
託
」
で

市
民
利
用
会
議
室
貸
し
出
し
業
務
も

行
い
ま
す
。
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

図
書
返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
予
約

図
書
や
学
校
の
家
庭
科
室・図
工
室・

音
楽
室
を
貸
し
出
す
予
定
で
す
。
③

学
校
休
業
日
に
お
い
て
中
央
図
書
館

開
館
日
に
図
書
室
を
開
放
し
、
中
央

図
書
館
の
貸
し
出
し
用
図
書
の
整
備
、

中
央
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
予
約
図
書
受
け
取
り
の
他
、
多
目

的
室
と
家
庭
科
室
も
貸
し
出
す
予
定

で
す
。
④
工
期
は
令
和
５
年
１
月
末

ま
で
で
、
幅
員
６
㍍
の
市
道
整
備
を

予
定
ど
お
り
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
設
校
の
開
校
準
備

委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
、
消
防
団
谷
田

部
支
団
第
８
分
団
詰
所
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

自
民
党
政
清
ク
ラ
ブ

木き
む
ら村　

修し
ゅ
う
じ寿　

議
員

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

日
本
共
産
党

つ
く
ば
市
議
団

つ
く
ば
チ
ェ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

答
弁

質
問

答
弁

橋は
し
も
と本　
佳け
い
こ子　

議
員

日
本
共
産
党

つ
く
ば
市
議
団

山や
ま
な
か中　

真ま
ゆ
み弓　

議
員

要
望

質
問

答
弁
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支
援
教
育
推
進
室
と
連
携
し
、
児
童

に
合
わ
せ
た
学
習
環
境
や
対
応
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
18
歳
以
上
の
方
々

は
、
障
害
者
地
域
支
援
室
や
生
活
・

自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
生

活
相
談
や
福
祉
相
談
な
ど
を
受
け
た

り
、
地
域
の
民
生
委
員
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
受
け

て
、
支
援
や
関
係
機
関
に
つ
な
げ
た

り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
境
界
知
能
の
児
童
・
生
徒

が
い
じ
め
や
偏
見
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

ま
た
成
人
の
方
の
就
労
・
自
立
支
援

の
た
め
、
専
門
医
療
機
関
に
も
連
携

を
求
め
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
２
年
11
月
に
、
羽
田

空
港
内
の
ト
イ
レ
で
出
産
し
た
乳
児

を
殺
害
後
、
公
園
内
に
埋
め
た
女
子

大
生
が
、
乳
児
遺
棄
の
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
公
園
事
件
。
こ
の

女
性
は
境
界
知
能
だ
と
鑑
定
さ
れ
ま

し
た
。
知
能
指
数
が
正
常
値
と
知
的

障
害
の
間
に
存
在
す
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
の
人
た
ち
。
日
本
で
は
14
％
く
ら

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
で
の
実
態

と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
境
界
知
能
の
児
童
に
限
る

と
、
知
能
指
数
の
統
計
学
上
の
人
数

分
布
か
ら
、
人
口
の
約
14
％
と
推
測

ま
な
立
場
の
人
が
協
議
す
る
場
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
県
は
必
要
性
を

認
め
ず
、
市
へ
の
移
管
ま
で
提
案
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
交
渉
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
あ
る
べ
き
公
園
の
姿
を
利

用
者
、
有
識
者
、
県
お
よ
び
市
で
考

え
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
協
議
会
設

置
の
要
望
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
移
管

に
つ
い
て
も
、
維
持
管
理
費
用
が
分

か
ら
な
い
中
で
、
回
答
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
協
議

せ
ず
に
進
め
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、県
と
市
で
対
話・デ
ー

タ
共
有
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協

議
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

厚
生
労
働
省
は
、「
い
い

日
、
い
い
日
」
に
か
け
て
11
月
11
日

を
「
介
護
の
日
」
と
定
め
、
介
護
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
地
域
社
会

に
お
け
る
支
え
合
い
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
家
族

介
護
な
ど
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
介

護
に
は
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
大

切
で
あ
り
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
施
設
が
居
場
所
と
な
り
ま
す
。

市
に
お
け
る
、
支
え
合
い
の
拠
点
と

し
て
の
活
動
の
場
に
つ
い
て
取
り
組

　
　
　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
実

質
義
務
化
や
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
の
目
玉
政
策
で
あ
る
ネ
ッ
ト
投
票

に
つ
い
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
が
高
ま
る
こ
と
が
、
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に
お
け
る
一
番

の
課
題
で
す
。
停
滞
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
拡
大
の

重
要
性
と
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
11
月
27
日
現
在
、
マ
イ
ナ

保
険
証
は
市
内
１
９
６
施
設
で
利
用

で
き
ま
す
。
令
和
４
年
６
月
か
ら
、

医
療
機
関
や
薬
局
に
対
す
る
オ
ン
ラ

　
　
　
　
市
民
か
ら
の
多
数
の
意
見
、

４
回
の
説
明
会
を
経
て
実
施
さ
れ
た

１
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
回
答
者

の
９
割
が
つ
く
ば
市
民
で
偏
り
が
あ

る
と
し
て
、
県
は
２
回
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

記
述
式
の
第
１
回
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
者
の
９
割
が
つ
く
ば
市

民
で
、
40
代
以
上
が
８
割
を
占
め
る

な
ど
、
県
民
負
担
で
管
理
運
営
す
る

洞
峰
公
園
の
今
後
の
在
り
方
を
検
討

す
る
上
で
、
回
答
の
属
性
が
不
十
分

と
し
て
、
選
択
式
の
第
２
回
ア
ン

ケ
ー
ト
は
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
ー
か

ら
人
口
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て

無
作
為
抽
出
し
た
千
人
を
対
象
に
実

施
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
洞
峰
公
園
に
対
す
る
認
知
度

や
利
用
回
数
に
関
す
る
設
問
も
な
く
、

洞
峰
公
園
と
の
関
係
性
が
不
明
の
た

め
、
回
答
者
の
多
く
が
洞
峰
公
園
を

利
用
し
て
い
た
記
述
式
の
第
１
回
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
重
み
と
は
、
全
く

比
較
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
協
議
会
の
設
置
は
法
律
で

位
置
付
け
ら
れ
、
公
園
を
育
て
、
管

理
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
高
齢
者
の
支
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
は
、
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
に
お
い
て
、
７
圏
域
に
配
置

さ
れ
た
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
地
域
住
民
と
協
働
し
て
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
、
各
圏

域
で
合
計
10
カ
所
の
集
い
の
場
が
生

ま
れ
、
高
齢
者
の
地
域
交
流
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
支

援
と
し
て
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
総
合
相
談
支
援
や
市
が

実
施
す
る
家
族
介
護
講
座
な
ど
、
介

護
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
対
す
る

施
策
や
介
護
支
援
の
他
、
令
和
４
年

４
月
に
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、地
域
住
民
と
協
働
し
て「
大

曽
根
み
ん
な
の
食
堂
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
毎
月
１
回
、

地
域
住
民
が
交
流
し
て

集
え
る
場
、
地
域
に
新

た
な
つ
な
が
り
が
で
き

る
き
っ
か
け
に
な
る
場

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
立
高
等
学
校
新
設

の
声
、
高
層
住
宅
か
ら
の
転
落
事
故

へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
洞
峰
公
園
問
題
、
市
の
考
え
は
？

　
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
境
界
知
能
の
方
々
へ
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

で
き
る
と
言
わ
れ
、
市
で
は
令
和
４

年
12
月
１
日
現
在
の
18
歳
未
満
の
人

口
か
ら
、
約
６
５
０
０
人
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
困
り
事
の

心
配
が
あ
れ
ば
、
障
害
福
祉
課
の
発

達
相
談
な
ど
で
児
童
本
人
や
保
護
者
、

関
係
機
関
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
対
策
と
し
て
、
日
常
生
活
で

の
対
応
方
法
な
ど
を
本
人
や
保
護
者

に
伝
え
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関

の
紹
介
や
、
児
童
発
達
支
援
事
業
や

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
生

活
や
学
習
面
で
の
困
り
事
は
、
特
別

イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
導
入
支

援
の
た
め
の
補
助
が
拡
充
さ
れ
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
が
原
則
義
務
化
さ
れ

る
た
め
、
今
後
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
に
対
応
す
る
医
療
機
関
な
ど
は
増

え
る
見
込
み
で
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
は
、
投
票
す
る
意
思
が

あ
り
な
が
ら
、
投
票
を
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
方
々
の
投
票
手
段
の
選
択
肢

を
増
や
す
た
め
に
目
指
す
こ
と
と
し
、

厳
正
な
個
人
認
証
と
高
度
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
実
装
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
を
公
職
選
挙
に
導
入
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
投
票
を
諦
め

て
い
た
方
々
も
、
自
分
の
意
思
を
政

治
に
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
に
対
し
て
は
、
制
度
改
革
を
し

な
が
ら
、
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
市
民
の
困
り
事
を
解
決
す
る
と

い
う
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
本
来
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
住
民
説
明
会
な
ど
を

開
催
し
、
市
民
や
議
員
と
の
意
見
交

換
を
重
ね
、
市
民
目
線
で
今
後
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
終
処
分
場
の
自
区

内
処
理
の
原
則
と
具
体
的
な
青
写
真

を
作
る
予
定
、「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
解
除
し

て
、
元
の
生
活
に
い
つ
戻
す
の
か
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

答
弁

塩し
お
た田　

尚ひ
さ
し　

議
員

山
中
八
策
の
会

五ご
と
う頭　

泰や
す
ま
さ誠　

議
員

つ
く
ば
自
民
党

あ
さ
の  

え
く
こ  

議
員

金か
ね
こ子　

和か
ず
お雄　

議
員

新
社
会
党
つ
く
ば

要
望

答
弁

質
問

答
弁
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成
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
ま

す
が
、
市
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
か
。

　
　
　
　
保
育
士
へ
の
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
継
続
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
助
成
金
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
同
様
の
施
策
を
行
っ
て
い
る

県
外
の
市
区
町
村
の
他
、
県
内
の
市

町
村
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
、
検
証

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
道
路
行
政
（
台
町
萱

丸
線
の
延
伸
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
保
育
士
の
募
集
と
就
業
支

援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
保
育
士
の
募
集
と
就
業
継

続
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
月
額
３
万

円
の
保
育
士
等
処
遇
改
善
助
成
金
や

月
額
２
万
円
の
保
育
士
就
労
促
進
助

成
金
の
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
保

育
士
養
成
施
設
へ
事
業
紹
介
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
保
育
施
設
の
保
育
士
募
集

サ
イ
ト
と
し
て
、県
と
連
携
し
て「
い

ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク
」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
保
育
施
設
の
見
学
バ

学
校
保
健
だ
よ
り
を
活
用
し
、
化
学

物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
４
年
８
月
に
「
香
害

を
な
く
す
議
員
の
会
」
が
立
ち
上
が

り
、
１
０
０
名
以
上
の
全
国
有
志
・

超
党
派
の
自
治
体
議
員
が
情
報
交
換

を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
香
害
に

苦
し
む
方
々
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
養
護
教
諭
の
研
修
や
職

員
の
マ
ナ
ー
研
修
に
香
害
の
視
点
を

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
何
よ
り
実

態
調
査
が
必
要
で
す
の
で
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
校
で
の
黙
食
、
み

ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学
校
の
過
密

緩
和
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
市
に
お
け
る
基
金
の
運
用

状
況
と
、
そ
の
運
用
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
11
月
末
現
在
、
設
置
数
は

24
、
総
額
は
約
１
９
８
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
財
政
調
整
基

金
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
補
正
予
算

が
可
決
し
た
場
合
、
約
１
１
３
億
８

千
万
円
で
す
。
運
用
方
針
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第
２
４
１
条
第
２

項
の
「
基
金
は
条
例
で
定
め
る
特
定

の
目
的
に
応
じ
、
確
実
か
つ
効
率
的

に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

　
　
　
　
市
は
、
生
物
多
様
性
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て

自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
そ
の
恩
恵

を
実
感
す
る
た
め
、
戦
略
的
、
計
画

的
な
施
策
の
実
施
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
第
３
次
つ
く
ば
市
環
境
基

本
計
画
で
は
、
基
本
目
標
の
一
つ
と

し
て
「
豊
か
な
自
然
環
境
・
生
物

多
様
性
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
を
掲

げ
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
「
生
物
多

様
性
つ
く
ば
戦
略
」
策
定
を
重
点
施

策
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
７
月
、
11 

月
に
は
、
学
識
経
験
者
、

　
　
　
　
「
香
害
」
に
つ
い
て
、
化

学
物
質
過
敏
症
と
い
う
概
念
も
含
め

て
市
民
へ
の
啓
発
・
周
知
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
化
学
物
質
過
敏
症
の
啓
発

活
動
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
香
水
や

柔
軟
剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
合
成
香
料

に
起
因
す
る
健
康
被
害
で
苦
し
ん
で

い
る
方
を
守
る
た
め
に
、
香
り
で
苦

し
む
方
へ
の
理
解
と
人
が
集
ま
る
場

所
で
の
香
り
の
強
い
香
料
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
・
啓
発
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

が
出
入
り
す
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
公
共
施
設
に
も
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
、
周
囲
の
方
へ
の
香

り
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
啓

発
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
市
立
学

校
お
よ
び
公
立
幼
稚
園
の
保
護
者
へ

配
布
し
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て
お
り
、
今
年

度
も
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
小
学
校
お
よ

び
義
務
教
育
学
校
の
１
年
生
の
保
護

者
へ
配
布
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降

に
つ
い
て
も
、
新
１
年
生
の
保
護
者

へ
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
他
、

の
規
定
を
踏
ま
え
、
安
全
な
定
期
預

金
に
よ
り
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
他
市
に
見
ら
れ
る
資
金
管

理
計
画
を
策
定
し
、
債
権
な
ど
で
の

運
用
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
資
金
管
理
計
画
も
踏
ま
え
、

基
金
の
債
券
運
用
に
つ
い
て
は
、
他

自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
も
含

め
、
今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
区
相
談
セ
ン
タ
ー
、

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

黒く
ろ
だ田

　
健け
ん
す
け祐

　
議
員

　
香
害
と
化
学
物
質
過
敏
症
の
啓
発
に
つ
い
て

　
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

　
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

　
生
物
多
様
性
を
守
っ
て
！

ス
ツ
ア
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
現
在
は
開
催
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
潜
在
保
育
士
に
保
育
施
設

へ
就
業
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
潜
在
保
育
士
の
活
用
策
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
コ
ド
モ
ン
と

の
協
定
で
、
保
育
求
人
募
集
サ
イ
ト

の
ホ
イ
シ
ル
を
活
用
し
て
求
人
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
保
育
士
へ
の
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
つ
く
ば
市
よ
り
高
額
の
助

市
民
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
策
定

懇
話
会
を
開
催
し
、
戦
略
策
定
に
向

け
て
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
生
物
多
様
性
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考
に
議

論
を
深
め
、
実
効
性
の
高
い
戦
略
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
つ
く
ば
市
は
、

筑
波
山
、
牛
久
沼
と
自
然
に
恵
ま
れ

る
一
方
、
研
究
学
園
都
市
の
建
設
や

Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
な
ど
で
整
備
さ
れ
た

公
園
、
街
路
樹
、
研
究
所
な
ど
、
都

市
の
緑
が
連
続
し
た
空
間
を
形
作
っ

て
い
る
要
素
も
あ
り
、
都
市
建
設
は

都
市
の
緑
の
連
続
性
を
意
識
し
て
計

画
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
種
多
様

な
生
き
物
の
環
境
を
将
来
に
わ
た
り

守
り
続
け
る
こ
と
が
、
生
物
多
様
性

の
保
全
に
お
い
て
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
市
街
地
な
ど
の
都

市
空
間
に
お
け
る
緑
地
も
意
識
し
た

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
生

物
多
様
性
の
保
全
・
創
出
と
都
市
の

健
全
な
発
展
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現

し
、
市
が
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、

自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
の
側
面

も
し
っ
か
り
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

つ
く
ば
自
民
党

答
弁

小こ
む
ら村

　
政ま
さ
ふ
み文

　
議
員

創
生
ク
ラ
ブ

中な
か
む
ら村

　
重し
げ
お雄

　
議
員

創
生
ク
ラ
ブ

小こ
も
り
や

森
谷  

さ
や
か  

議
員

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

答
弁

質
問

要
望

答
弁

質
問

答
弁

質
問

要
望

※つくば市 HP 財政情報、各年度３月定例会分を参考に作成
※令和４年度末分は１月臨時会データ参照

0

2,500,000

5,000,000
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10,000,000

12,500,000

15,000,000

17,500,000

20,000,000

22,500,000
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基金の増減および残高一覧推移（千円）

（現在高見込）
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え
て
い
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
広
め

の
ロ
ビ
ー
や
利
用
率
の
高
く
な
い
部

屋
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

空
調
の
増
設
や
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、

ソ
フ
ァ
な
ど
を
設
置
し
て
、
市
民
の

居
場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
全
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

居
場
所
機
能
と
相
談
機
能
を
持
た
せ

る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
、
評

価
し
ま
す
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が

よ
り
市
民
に
身
近
な
窓
口
と
な
る
よ

う
、
特
に
福
祉
的
な
面
に
つ
い
て
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
多
様
性
や
人
権
の
課

題
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
の
拠
点
に
す
る
た
め
、
地
域
住

民
の
懇
談
の
場
づ
く
り
や
市
民
の
総

合
的
な
相
談
窓
口
と
位
置
付
け
る
な

ど
の
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
民
に
最
も
身
近
な
公
共

施
設
で
あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、

よ
り
充
実
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
拠
点
と
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
誰

　
　
　
　
高
エ
ネ
研
南
側
未
利
用
地

の
土
地
売
買
契
約
書
の
大
半
は
非
公

開
で
、
内
容
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

互
い
の
利
害
に
影
響
を
与
え
る
部
分

は
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
公
開
し
て

も
問
題
な
い
よ
う
な
部
分
ま
で
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
税
負

担
に
よ
る
公
金
で
取
得
し
た
土
地
の

処
分
で
あ
り
、
１
０
０
億
円
を
超
え

る
過
去
に
も
例
の
な
い
土
地
取
引
で

す
。
購
入
時
の
契
約
書
に
こ
の
よ
う

な
黒
塗
り
は
全
く
無
い
の
に
、
同
じ

土
地
開
発
公
社
の
契
約
書
で
、
今
回

の
売
却
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
隠
ぺ
い

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
身
近
な
相
談
窓
口
に
!!

　
高
エ
ネ
研
南
側
未
利
用
地
に
つ
い
て

も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
住
民
の
居
場

所
、
市
民
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、

順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
複
雑
化
す
る
地
域
の
要
望
な
ど

に
対
し
て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を

行
う
た
め
に
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り

身
近
な
場
所
で
の
相
談
が
可
能
に
な

る
よ
う
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活

用
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
は
、
市
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
し
て
、
全
17
カ
所
の
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
設
置
す
る
こ
と
を
考

す
る
の
は
な
ぜ
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
当
該
資
料
は
、
市
民
か
ら

行
政
文
書
の
開
示
請
求
が
あ
り
、
市

が
部
分
開
示
し
た
も
の
で
、
実
際
に

締
結
し
た
売
買
契
約
書
原
本
で
は
な

く
、
市
が
公
社
に
業
務
命
令
と
し
て

指
示
し
た
契
約
書
の
案
に
当
た
り
、

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
不
開
示
情

報
と
判
断
し
た
部
分
に
マ
ス
キ
ン
グ

を
施
し
た
も
の
で
す
。
部
分
的
に
開

示
ま
た
は
不
開
示
と
し
た
基
準
に
つ

い
て
は
、
本
件
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施

要
領
と
共
に
市
が
提
示
し
た
当
初
の

契
約
書
案
で
修
正
が
な
か
っ
た
部
分

は
開
示
と
し
、
買
い
受
け
候
補
者
と

の
協
議
に
よ
り
文
言
な
ど
の
修
正
や

加
除
が
あ
っ
た
部
分
は
、
法
人
の
権

利
や
利
益
な
ど
を
害
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
判
断
し
て
不
開
示
と
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
市
土
地
開
発
公
社
は
、「
公

有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
判
例
に

照
ら
し
て
も
法
人
格
が
否
認
さ
れ
な

い
こ
と
は
明
白
で
す
。
土
地
売
買
契

約
は
、
公
社
と
民
間
企
業
が
締
結
し

た
も
の
な
の
で
、
契
約
書
原
本
は
行

政
文
書
に
該
当
せ
ず
開
示
の
対
象
外

と
判
断
し
ま
し
た
が
、
契
約
書
案
は

権
利
や
利
害
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

部
分
を
除
い
て
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
洞
峰
公
園
、
区
会
活

動
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

質
問

質
問

川か
わ
む
ら村

　
直な
お
こ子

　
議
員

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
民
党
政
清
ク
ラ
ブ

飯い
い
お
か岡

　
宏ひ

ろ
ゆ
き之

　
議
員

▶ 本会議（定例会・臨時会）の開催時間
は生中継をご覧いただけます。
▶ 本会議開催日ごとに、３日後（休日を
除く）から録画映像を視聴することができ
ます。
※ 委員会は配信していません。

録
画
放
映

ペ
ー
ジ

議会事務局議会総務課 029-883-1111（内線 6110・6120・6130）

▶ 必ずご自宅で検温をお願いします。
　発熱・咳などの症状がある方や体調の優
れない方は傍聴をご遠慮いただくようお願
いします。
▶ マスクの着用をお願いします。
▶ 傍聴受付の消毒液を活用してください。

市
議
会

ペ
ー
ジ

　令和４年９月定例会から、本会議での発言内容をリアルタイム
表示するディスプレイを、議場傍聴席に設置しています。

要
望

令和４年 12 月 27 日付で改選し、
委員が変更となりました。

広報広聴委員
委  員  長 小村　政文

副委員長 川久保皆実

委　　員 宮本　達也

委　　員 川村　直子

委　　員 山中　真弓

委　　員 小森谷さやか

委　　員 神谷　大蔵

委　　員 小久保貴史

詳しくは 10 ページ へ▶

議会中継

映像配信

傍聴

される方への

お願い
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【
議
案
第
１
０
１
号
】　
つ
く
ば
カ
ピ

オ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
採
点
結
果
表
の
基
準
点
の

合
計
が
低
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

　
　
　
　

全
て
の
方
が
基
準
点
を
上

回
る
結
果
で
あ
る
た
め
、
適
正
に
運

営
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
基
準
点
よ
り
低
い
採
点
集

計
表
の
審
査
項
目
に
つ
い
て
、
今
後
、

改
善
に
向
け
た
話
し
合
い
は
さ
れ
る

の
か

　
　
　
　

本
議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、

審
査
で
の
意
見
を
共
通
認
識
と
し
、

改
善
で
き
る
も
の
は
改
善
し
て
い
く

方
向
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
基
準
点
よ
り
低
い
審
査
項

目
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
や
地
域

活
性
化
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
思
う
。
選
定
さ
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

【
議
案
第
89
号
】　
令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　
債
務
負
担
行
為
補
正
　
衛

生
費
　
令
和
４
年
度
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
調
査
業
務
委
託
の

事
業
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　

公
共
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け

て
、
個
々
の
公
共
施
設
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
設
備
を
導
入
で
き
る
可
能

性
と
発
電
量
を
調
査
す
る
も
の
で
、

ま
ず
は
電
力
使
用
量
が
比
較
的
多
い

１
０
０
施
設
程
度
を
抽
出
し
て
か
ら
、

図
面
な
ど
の
調
査
を
行
う
。
そ
の
結

果
か
ら
、
導
入
の
可
能
性
が
高
い
30

施
設
程
度
を
抽
出
し
、
現
地
踏
査
と

い
う
流
れ
で
の
調
査
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

30
施
設
程
度
に
絞
り
込
む

基
準
に
つ
い
て

　
　
　
　
業
者
が
決
ま
っ
て
か
ら
詳

細
を
詰
め
る
が
、
建
物
の
耐
用
年
数
、

敷
地
面
積
、
周
辺
環
境
の
状
況
、
日

照
時
間
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

【
請
願
４
第
６
号
】　
休
日
に
教
師
が

部
活
動
の
指
導
に
携
わ
る
必
要
が
な

い
環
境
の
構
築
に
関
す
る
請
願
書

　
　
　   

▼
審
査
結
果
＝
採
択
す
べ
き

　
　
　
　
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
一
部
の
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
移
行
を
取
り
組
み

始
め
て
い
る
他
、
市
で
は
11
月
か
ら

部
活
動
の
平
日
活
動
日
を
１
日
減
ら

し
、
原
則
の
活
動
日
数
を
週
当
た
り

平
日
３
日
、
休
日
１
日
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
も
学
校
部
活
動

以
外
の
趣
味
や
休
養
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
活
動
に
時
間
を

充
て
ら
れ
、
教
員
に
と
っ
て
も
部
活

動
に
係
る
時
間
の
縮
減
な
ど
で
働
き

方
改
革
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
教
員
に
と
っ
て
部
活
動
の
指
導

時
間
は
少
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
未

経
験
の
種
目
担
当
の
場
合
は
精
神
的

負
担
も
重
な
る
。
ま
た
、
生
徒
に
と
っ

て
も
、
学
校
に
設
置
で
き
る
部
活
動

数
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
生
徒
が

要
求
す
る
活
動
の
多
様
性
に
対
応
で

き
な
い
だ
け
で
な
く
、
教
員
が
未
経

験
の
場
合
に
は
専
門
的
指
導
を
得
ら

れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
部
活
動
の

地
域
移
行
を
進
め
る
こ
と
で
、
教
員

の
負
担
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
活
動

の
多
様
性
に
も
対
応
で
き
る
。

【
議
案
第
89
号
】　
令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　

民
生
費
　
民
間
保
育
所
運

営
に
要
す
る
経
費
に
関
し
、
民
間
保

育
所
乳
児
等
保
育
事
業
費
補
助
金
お

よ
び
多
様
な
集
団
活
動
事
業
利
用
支

援
事
業
費
補
助
金
の
詳
細
と
活
用
状

況
に
つ
い
て

　
　
　
　

民
間
保
育
所
乳
児
等
保
育

事
業
費
補
助
金
は
、
１
歳
児
保
育
に

従
事
す
る
保
育
士
の
雇
用
に
要
す
る

費
用
を
助
成
す
る
た
め
の
補
助
で
あ

り
、
対
象
児
童
１
人
当
た
り
の
補
助

基
準
額
が
３
９
０
０
円
か
ら
５
千
円

に
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
補
正
で

あ
る
。
多
様
な
集
団
活
動
事
業
利
用

支
援
事
業
費
補
助
金
は
、
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
、
保

育
に
近
い
活
動
を
し
て
い
る
施
設
を

利
用
す
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
今

年
度
は
対
象
施
設
が
５
施
設
か
ら
６

施
設
に
増
え
た
こ
と
で
の
補
正
で
あ

る
。
補
助
金
の
負
担
割
合
は
、
国・県・

市
が
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１

ず
つ
で
あ
る
。

【
議
案
第
96
号
】　
つ
く
ば
市
消
防
団

の
定
員
、
任
免
、
報
酬
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　

改
正
内
容
を
団
員
に
ど
の

よ
う
に
報
告
し
て
い
る
か

　
　
　
　

つ
く
ば
市
消
防
団
本
部
役

員
会
で
の
説
明
後
、
各
支
団
会
議
に

お
い
て
、
分
団
長
以
上
の
役
員
に
対

し
て
説
明
を
行
っ
た
。
議
決
後
は
、

団
員
に
対
し
、
文
書
な
ど
で
の
説
明

を
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
１
１
１
号
】　
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ

た
経
緯
に
つ
い
て

　
　
　
　

設
計
時
に
分
析
調
査
を

行
っ
た
が
、
目
視
で
は
確
認
で
き
な

い
、
屋
上
の
防
水
材
の
下
地
部
分
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
存
在
し
た
。
内
装
材

な
ど
に
つ
い
て
は
、
設
計
時
は
、
建

築
年
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
る

建
材
で
は
な
い
と
判
断
し
た
が
、
解

体
施
工
時
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か

り
、
契
約
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。

文
教
福
祉
委
員
会

【
議
案
第
89
号
】　
令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　
債
務
負
担
行
為
補
正
　
総

務
費
　
令
和
４
年
度
市
政
情
報
か
わ

ら
版
印
刷
に
関
し
、
配
布
方
法
に
つ

い
て
、
周
辺
部
は
区
会
回
覧
だ
が
、

中
心
部
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

　
　
　
　

中
心
部
も
回
覧
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
電
子
版
と
し
て
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
つ
く
ス
マ
ア
プ

リ
で
の
配
信
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

紙
ベ
ー
ス
の
発
行
部
数
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
つ
く
ス
マ
ア
プ

リ
の
か
わ
ら
版
の
閲
覧
数
お
よ
び

テ
ー
マ
を
決
め
る
際
の
基
準
に
つ
い

て
　
　
　
　

発
行
部
数
は
令
和
４
年
度

に
比
べ
て
、
５
千
部
増
の
５
万
５
千

部
を
予
定
し
て
い
る
。
閲
覧
数
デ
ー

タ
は
取
っ
て
い
な
い
。
テ
ー
マ
を
決

め
る
際
の
基
準
は
な
く
、
市
民
に
お

知
ら
せ
し
た
い
内
容
や
新
た
な
市
政

情
報
は
、
広
報
戦
略
課
内
で
検
討
し

決
定
し
て
い
る
。
基
準
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
12
月
定
例
会
に
て
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
27
件
を
審
査
す
る
た
め
、
委
員
会
・
分

科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議案詳細

委
員
会
審
査

総
務
分
科
会

総
務
委
員
会

文
教
福
祉
分
科
会

市
民
経
済
分
科
会

市
民
経
済
委
員
会

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

要
望
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【
議
案
第
１
０
２
号
】　

つ
く
ば
市
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

原
案
可
決

　
　
　
　

現
在
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
市
民
団
体
か
ら
意
見
が
上
が
り
、

議
会
で
も
議
論
し
た
が
、
選
考
に
当

た
っ
て
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
の
か

　
　
　
　

つ
く
ば
市
指
定
管
理
者
候

補
者
選
定
検
討
会
議
で
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
含
め
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
方
策
や
利
用
者
の
要
望

の
把
握
と
実
施
策
、
地
域
と
の
連
携
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
の
方
策
や
体
制
な
ど
が

考
慮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
議
論

さ
れ
、
あ
く
ま
で
基
準
な
ど
に
基
づ

い
て
結
論
を
出
し
た
と
認
識
し
て
い

る
。
自
主
事
業
の
告
知
が
遅
い
と
い

う
利
用
者
か
ら
の
意
見
に
関
し
て
は
、

な
る
べ
く
早
く
告
知
す
る
と
い
う
こ

と
で
対
応
が
済
ん
で
い
る
。

【
議
案
第
１
０
５
号
】　

つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
広
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

        　
　
原
案
可
決

で
あ
る
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
が
施
設
管
理
を
行
う
こ
と

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
該
法
人
を
指
定
管
理
者
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
広
場
に
関
す
る
相
談
お

よ
び
申
請
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
、

指
定
管
理
者
が
地
域
事
業
者
や
自
ら

が
運
営
す
る
施
設
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
効
果
が
高
ま

り
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
広
場
利
用
者
に
と
っ

て
も
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
お
よ
び
参

加
者
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
る
。

【
議
案
第
89
号
】　

令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

外
５
件

　
い
ず
れ
も
、
質
疑
、
自
由
討
議
、
討

論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

つ
く
ば
市
指
定
管
理

者
候
補
者
の
選
定
に
関
す
る
基
準
に
、

候
補
者
の
審
査
お
よ
び
選
定
で
「
経

営
状
況
等
」
の
項
目
が
あ
る
。
19
日

の
都
市
建
設
委
員
会
で
執
行
部
か
ら
、

令
和
３
年
度
の
約
３
千
万
円
の
赤
字

見
込
み
と
し
て
２
２
０
０
万
円
の
赤

字
だ
と
説
明
が
あ
っ
た
。
令
和
５
年

度
以
降
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
22
日

の
都
市
建
設
委
員
会
で
つ
く
ば
ま
ち

な
か
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
社
長
か
ら
、

下
期
は
黒
字
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
の

で
信
じ
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

曖
昧
な
表
現
で
は
判
断
で
き
ず
、
令

和
５
年
度
以
降
の
収
支
計
画
も
数
値

で
示
す
よ
う
に
求
め
た
が
、
具
体
的

な
数
値
も
示
さ
れ
ず
十
分
な
説
明
も

な
い
。
今
後
、
吾
妻
交
流
セ
ン
タ
ー

を
工
事
し
て
オ
フ
ィ
ス
を
増
や
し
た

い
、
お
金
も
何
と
か
工
面
す
る
と
の

話
も
、
場
所
の
必
要
性
を
示
す
根
拠

も
資
金
調
達
の
見
通
し
も
具
体
的
に

示
さ
れ
ず
、
工
事
の
必
要
性
や
、
費

用
を
捻
出
で
き
る
可
能
性
も
見
通
せ

な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
安
定
し
た
管

理
運
営
を
行
え
る
経
営
基
盤
を
有
す

る
会
社
と
は
言
い
難
い
た
め
、
指
定

管
理
者
と
し
て
適
当
で
は
な
い
と
判

断
し
た
。
ま
た
、
業
務
内
容
も
市
が

行
え
る
業
務
で
１
人
分
の
人
件
費
を

増
や
し
て
指
定
管
理
を
行
う
必
要
性

は
な
い
と
判
断
す
る
。
全
国
で
は
、

指
定
管
理
者
に
任
せ
て
問
題
が
生
じ
、

指
定
管
理
者
制
度
を
直
営
に
戻
す
自

治
体
も
増
え
て
い
る
。
今
回
、
セ
ン

タ
ー
広
場
を
指
定
管
理
者
制
度
に
変

え
た
こ
と
で
、
十
分
な
情
報
が
議
員

【
議
案
第
93
号
】　

令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
　
　
　

継
続
費　

資
本
的
支
出　

花
室
第
一
ポ
ン
プ
場
改
築
更
新
に
関

し
、
総
額
お
よ
び
年
割
額
が
０
円
に

変
更
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て

　
　
　
　

花
室
第
一
ポ
ン
プ
場
改
築

更
新
に
当
た
り
、
国
庫
補
助
金
の
内

示
割
れ
に
よ
り
令
和
４
年
度
か
ら
の

工
事
着
手
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
物

価
上
昇
に
よ
る
工
事
費
の
増
額
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
当
該
事
業
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
度
に
改
め
て
予
算
化

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
議
案
第
１
０
５
号
】　

つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
広
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
公
募
の
有
無
に
つ
い
て

　
　
　
　

今
回
は
公
募
で
は
な
く
、

非
公
募
で
実
施
し
た
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
が
施
設
管
理

を
行
う
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
の
一
般

的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
民
間
の
知
見
や

資
金
に
よ
り
施
設
を
効
率
的
に
運
営

で
き
る
点
に
あ
る
が
、
今
回
に
関
し

て
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体

【
議
案
第
89
号
】　

令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　

債
務
負
担
行
為
補
正　

土

木
費　

令
和
４
年
度
放
置
自
転
車
撤

去
業
務
委
託
お
よ
び
令
和
４
年
度
自

転
車
駐
車
場
維
持
管
理
業
務
委
託
に

関
し
、
撤
去
自
転
車
数
お
よ
び
自
転

車
駐
車
場
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　

放
置
自
転
車
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
は
５
２
９
台
、
令
和
３

年
度
は
６
７
５
台
の
撤
去
を
実
施
し

た
。
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

つ
く
ば
駅
周
辺
に
３
４
３
１
台
分
、

研
究
学
園
駅
周
辺
に
７
０
８
台
分
、

万
博
記
念
公
園
駅
周
辺
に
３
１
７
台

分
、
み
ど
り
の
駅
周
辺
に
６
２
４
台

分
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
研
究
学
園

駅
前
の
自
転
車
駐
車
場
で
台
数
が
足

り
な
い
と
い
う
意
見
は
あ
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
、
全
て
が
埋
ま
っ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

に
も
示
さ
れ
ず
、
判
断
に
も
支
障
が

出
た
。
日
本
共
産
党
は
、
こ
う
い
っ

た
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
を
危
惧
し
、

指
定
管
理
者
制
度
自
体
に
反
対
を
し

て
お
り
、
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

つ
く
ば
市
指
定
管
理

者
候
補
者
選
定
検
討
会
議
で
、
候
補

者
に
選
定
さ
れ
た
同
社
は
、
地
域
の

活
性
化
実
現
の
た
め
官
民
連
携
で
設

立
さ
れ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
居
心

地
の
よ
い
空
間
づ
く
り
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
指
定
管

理
者
が
行
う
許
認
可
業
務
、
維
持
管

理
業
務
と
一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、

広
場
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

か
ら
実
施
ま
で
相
談
窓
口
が
一
本
化

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
き
め
細
や
か
で
柔
軟

な
対
応
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
同
社
は
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
地

区
活
性
化
協
議
会
の
事
務
局
で
も
あ

り
、
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
維
持
管

理
な
ど
の
地
域
環
境
美
化
活
動
を
行

う
他
、
つ
く
ば
の
冬
の
風
物
詩
で
あ

る
ラ
ン
タ
ン
ア
ー
ト
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
広
場
使
用
者
間
の
調

整
や
一
体
的
な
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン

ト
間
の
協
力
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
効

果
的
な
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場
の

設
置
目
的
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
同

社
を
指
定
管
理

者
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る

た
め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

議
案
等
審
議

予
算
決
算

都
市
建
設
委
員
会

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

都
市
建
設
分
科
会

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

決
算
に
続
き
、
令
和
４
年
度
も
決
算

令
和
４
年
度
も
赤
字
決
算
に
な
る
が
、



�

第 175 号　令和５年（2023 年）̏月１日 会࣌ྟ

令 和 ５ 年 第 １ 回 ྟ ࣌ 会
議 Ҋ ౳ 議 決 ݁ Ռ Ұ ཡ

報　告　Ҋ　݅

【報告第１号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

【報告第２号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

Ҋ　݅　໊ 議決݁Ռ

【議案第１号 　r令和４年度つくば市一ൠ会ิܭਖ਼予算（第̓号） ҊՄ決ݪ

     

討      

論

令
和
５
年
１
月
1�
日
に
開
催
し
、
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
状
況

と
議
決
結
果

議Ҋ౳൪号

つ͘͹ࣗຽౘ・新しい෩ ࣗຽౘ੓ਗ਼Ϋϥϒ つ͘͹・
ຽωοτϫーΫࢢ ૑ੜΫϥϒ ެ໌ౘ

つ͘͹
日本࢈ڞౘ

つ͘͹ࢢ議ஂ つ ਗ਼ 山 新

長
௩

ढ़
޺

ࠇ
ా

݈
༞

神
谷

େ
ଂ

小
久
保

و
࢙

議
長

ޒ
಄

ହ
੣

ϔ
イ
ズ

ジ
ョ
ン

久
保
谷

޹
෉

宮
本

ୡ
໵

໦
村

म
ण

௩
本

༸
ೋ

൧
Ԭ

޺
೭

ླ
໦

෋
࢜
༤

川
村

௚
ࢠ

あ
さ
の

͑
͘
͜

小
森
谷

さ
΍
か

օ
川

޾
ࢬ

小
村

੓
จ

中
村

ॏ
༤

ߴ
໺

จ
உ

඿
中

উ
ඒ

小
໺

ହ
޺

山
中

ਅ
ٷ

ڮ
本

Ղ
ࢠ

川
久
保

օ
࣮

໦
村

ਗ਼
ོ

Ԙ
ా

ঘ

ۚ
ࢠ

和
༤

議Ҋ第 �� 号 ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
　 ˞ʮ˓ʯはࢍ成、ʮʷʯは反対、ʮܽʯはܽ੮。議長はՄ൱ಉ数の場߹またはಛผ多数議決の場߹Ҏ֎はද決に加Θりまͤん。
　 ˞   会೿名（議੮൪号ॱ）　つʹつくばνΣンδνϟϨンδ　ਗ਼ʹਗ਼ڷ会　ࢁʹࢁ中ീࡦの会　新ʹ新ࣾ会ౘつくば

令和̐年第̏回ྟ࣌会議員ࢍ൱Ұཡ（議ҊなͲにରしてࢍ൱の෼かれたものΛɺ議員からのਃしग़にࡌܝ͖ͮجしています。）

令 和 ̐ 年 第 ̏ 回 ྟ ࣌ 会 議 Ҋ ౳ 議 決 ݁ Ռ Ұ ཡ
報　告　Ҋ　݅

【報告第 �0 号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

【報告第 �1 号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

【報告第 �2 号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

【報告第 �� 号 　rઐ決ॲ分事項の報告について

Ҋ　݅　໊ 議決݁Ռ

【議案第 �� 号 　r令和４年度つくば市一ൠ会ิܭਖ਼予算（第̑号） ҊՄ決ݪ

【
議
案
第
��
号
】
令
和
４
年
度
つ

く
ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　
　

    　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
初
め

に
議
会
で
承
認
さ
れ
、
始
ま
っ
て

い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行

推
進
の
た
め
の
事
業
は
、
健
康
保
険

証
の
情
報
や
銀
行
口
座
情
報
を
ひ

も
付
け
、
カ
ー
ド
発
行
時
に
最
大

２
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
と
い
う
、
税

金
を
ば
ら
ま
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
を
促
進
す
る
も
の

で
疑
問
を
感
じ
て
い
る
が
、
本
人

の
意
思
で
カ
ー
ド
の
発
行
を
選
択

で
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
た

の
で
、
当
初
予
算
に
は
賛
成
し
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
10
月
1�
日
の

健
康
保
険
証
を
な
く
し
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
と

い
う
政
府
の
発
表
は
、
事
実
上
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
義
務
化
で

あ
り
、
強
制
は
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

発
行
が
義
務
化
さ
れ
る
健
康
保
険

証
廃
止
が
決
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
事
業
は

必
要
の
な
い
事
業
で
あ
り
、
本
議

案
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行

関
連
予
算
は
削
除
す
べ
き
だ
が
、

現
時
点
で
健
康
保
険
証
の
廃
止
は

賛
成
討
論

     

討      
論

令
和
４
年

第
３
回
臨
時
会

令
和
４
年
10
月
2�
日
に
開
催
し
、
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
状
況

と
議
決
結
果

決
定
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も

選
択
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
事
業

の
延
長
と
し
て
の
補
正
予
算
で
あ

る
と
い
う
判
断
に
基
づ
き
、
本
議

案
に
は
賛
成
す
る
。

令
和
５
年

第
１
回
臨
時
会

【
議
案
第
１
号
】
令
和
４
年
度
つ

く
ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

　
　

    　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

　
　
　
　

出
産
応
援
給
付
金
、
子

育
て
応
援
給
付
金
の
給
付
対
象
者

お
よ
び
そ
の
人
数
の
見
込
み
に
つ

い
て

　
　
　
　

出
産
子
育
て
応
援
給
付

金
は
、
令
和
５
年
２
月
以
降
の
妊
娠

届
と
出
生
届
提
出
後
に
、
出
産
や
子

育
て
に
関
す
る
面
談
を
受
け
た
妊

婦
や
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
ず
つ
、
合
計
10
万
円

を
支
給
す
る
。
経
過
措
置
と
し
て
、

令
和
４
年
４
月
以
降
の
妊
娠
出
産

に
つ
い
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

す
る
。
な
お
、
事
業
開
始
か
ら
令

和
４
年
度
末
ま
で
の
妊
娠
後
の
出

産
応
援
給
付
金
の
給
付
対
象
者
は

約
４
１
０
０
人
、
出
産
後
の
子
育

て
応
援
給
付
金
の
給
付
対
象
者
は

約
２
４
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
や
、
ま

だ
申
請
で
き
て
い
な
い
方
に
対
し

て
の
手
だ
て
は
ど
う
な
る
の
か

　
　
　
　

Ｄ
Ｖ
を
理
由
に
避
難
し

て
い
る
住
民
票
の
な
い
方
に
つ
い

て
も
、
避
難
先
の
市
町
村
に
お
い

     

討      

論

て
面
談
を
実
施
し
た
場
合
、
出
産

子
育
て
応
援
給
付
金
は
申
請
者
に

支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
未
申
請
者

に
つ
い
て
も
、
個
別
に
勧
奨
通
知

を
送
付
す
る
な
ど
申
請
を
促
し
て

い
く
。

議Ҋ౳൪号

つ͘͹ࣗຽౘ ࣗຽౘ੓ਗ਼Ϋϥϒ つ͘͹・
ຽωοτϫーΫࢢ ૑ੜΫϥϒ ެ໌ౘ

つ͘͹
日本࢈ڞౘ

つ͘͹ࢢ議ஂ つ ਗ਼ 山 新

長
௩

ढ़
޺

ࠇ
ా

݈
༞

神
谷

େ
ଂ

小
久
保

و
࢙

ޒ
಄

ହ
੣

議
長

久
保
谷

޹
෉

宮
本

ୡ
໵

໦
村

म
ण

௩
本

༸
ೋ

൧
Ԭ

޺
೭

ླ
໦

෋
࢜
༤

川
村

௚
ࢠ

あ
さ
の

͑
͘
͜

小
森
谷

さ
΍
か

օ
川

޾
ࢬ

小
村

੓
จ

中
村

ॏ
༤

ߴ
໺

จ
உ

඿
中

উ
ඒ

小
໺

ହ
޺

山
中

ਅ
ٷ

ڮ
本

Ղ
ࢠ

川
久
保

օ
࣮

໦
村

ਗ਼
ོ

Ԙ
ా

ঘ

ۚ
ࢠ

和
༤

議Ҋ第１号 ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓

˞ʮ˓ʯはࢍ成、ʮʷʯは反対 ʮܽʯはܽ੮。議長はՄ൱ಉ数の場߹またはಛผ多数議決の場߹Ҏ֎はද決に加Θりまͤん。
　 ˞   会೿名（議੮൪号ॱ）　つʹつくばνΣンδνϟϨンδ　ਗ਼ʹਗ਼ڷ会　ࢁʹࢁ中ീࡦの会　新ʹ新ࣾ会ౘつくば

令和５年第１回ྟ࣌会議員ࢍ൱Ұཡ（議ҊなͲにରしてࢍ൱の෼かれたものΛɺ議員からのਃしग़にࡌܝ͖ͮجしています。）

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

、
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第 175 号　令和５年（2023 年）３月１日議決結果・賛否

議案等番号

つくば自民党 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク 創生クラブ 公明党

つくば
日本共産党
つくば市議団 つ 清 山 新

長
塚
　
俊
宏

黒
田
　
健
祐

神
谷
　
大
蔵

小
久
保
　
貴
史
　
議
長

五
頭
　
泰
誠

久
保
谷
　
孝
夫

宮
本
　
達
也

木
村
　
修
寿

塚
本
　
洋
二

飯
岡
　
宏
之

鈴
木
　
富
士
雄

川
村
　
直
子

あ
さ
の
　
え
く
こ

小
森
谷

さ
や
か

皆
川
　
幸
枝

小
村
　
政
文

中
村
　
重
雄

高
野
　
文
男

浜
中
　
勝
美

小
野
　
泰
宏

山
中
　
真
弓

橋
本
　
佳
子

川
久
保
　
皆
実

木
村
　
清
隆

塩
田
　
尚

金
子
　
和
雄

議案第 79号 ○ ○ ○ － ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 欠 ○ ○ ○ ○

議案第 105 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 欠 ○ ○ ○ ○

 　 ※「○」は賛成、「×」は反対 「欠」は欠席。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わりません。
 　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　清＝清郷会　山＝山中八策の会　新＝新社会党つくば

令和４年 12月定例会議員賛否一覧（議案などに対して賛否の分かれたものを、議員からの申し出に基づき掲載しています。）

報　告　案　件

【報告第 34 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 35 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 36 号】　専決処分事項の報告について

案　件　名 議決結果

【議案第 106 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 107 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 108 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 109 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 110 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 111 号】　工事請負契約の変更について 原案可決

【議案第 112 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 113 号】　つくば市教育委員会教育長の任命について 同　意

【議案第 114 号】　つくば市監査委員の選任について 同　意

請　　　願　 議決結果

【請願４第６号】　休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環
　　　　　　　　境の構築に関する請願書 採　択

意 見 書 ・ 決 議 議決結果

【意見書案第３号】　保育環境の抜本的改善と保育予算拡充を求める
　　　　　　　　　意見書 原案可決

令和４年 12 月定例会議案等議決結果一覧

案　件　名 議決結果

【議案第 79 号】　つくば市職員の降給に関する条例について 原案可決

【議案第 89 号】　令和４年度つくば市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

【議案第 90 号】　令和４年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　   （第２号） 原案可決

【議案第 91 号】　令和４年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　   （第２号） 原案可決

【議案第 92 号】　令和４年度つくば市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

【議案第 93 号】　令和４年度つくば市下水道事業会計補正予算
　　　　　　　   （第２号） 原案可決

【議案第 94 号】　つくば市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
　　　　　　　   る条例について 原案可決

【議案第 95 号】　つくば市戸籍法及び住民基本台帳法関係手数料条例
　　　　　　　   の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 96 号】　つくば市消防団の定員、任免、報酬、服務等に関す
　　　　　　　   る条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 97 号】　市道路線の認定について 原案可決

【議案第 98 号】　市道路線の廃止について 原案可決

【議案第 99 号】　市道路線の変更について 原案可決

【議案第 100 号】　つくば市立ノバホールの指定管理者の指定につい
　　　　　　　　 て 原案可決

【議案第 101 号】　つくばカピオの指定管理者の指定について 原案可決

【議案第 102 号】　 つくば市ふれあいプラザの指定管理者の指定につ
　　　　　　　　 いて 原案可決

【議案第 103 号】　つくば市市民研修センターの指定管理者の指定に
　　　　　　　　 ついて 原案可決

【議案第 104 号】　つくば市立大曽根児童館及びつくば市立大曽根児
　　　　　　　　 童館放課後児童室の指定管理者の指定について 原案可決

【議案第 105 号】　つくばセンター広場の指定管理者の指定について 原案可決
議案の審議状況
と議決結果

請願一覧

詳細はQRコードからご覧いただけます。

※以下の議案１件は、閉会中の継続審査となりました。
【議案第 71 号】つくば市職員の給与に関する条例の一部を改正する

　　　　　　　 条例について

意見書・
決議一覧

、



10

第 175 号　令和５年（2023 年）̏月１日 ಛ　集

  委員について
　広報広聴委員会委員の定数は８人です。副議長、各常任委員
会（予算決算委員会を除く。）から推薦された 4 人の委員の他、
議長が指名する３人の委員で構成されています。令和４年 12 月
27 日に現在の体制となり、２月１日発行のつくば市議会だより
第 174 号から編集・発行を担当しています。

次回「第 176 号」は令和５年（2023 年）５月１日（月）に発行の予定です。

はじめまして！ 　  

市民への説明責任を果たし、市民の多様な意見、要望の
把握に努めるため、つくば市議会では議会報告会を毎年１
回開催しています。
　このことは、つくば市議会基本条例第 12 条に規定され
ています。

  議会報告会の目的とは？

  議会報告会の内容は？

定例会などの概要報告 および 議員と市民の皆さまとの
意見交換を行います。
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

　今年度は、３年ぶりに対面式での議会報告会を開催し、
たくさんの市民の皆さまにご参加いただきました。

  議会報告会ってなに？？   議会報告会当日のスケジュール
　１月 29 日に開催された令和４年度つくば市議会議会報告
会当日の流れについてお伝えします！

受付開始

開会
【第１部】　決算審査報告会

　   各常任委員会から、決算審査の重点テーマに
　ついて報告しました。

【第２部】　意見交換会
　   各常任委員会（予算決算委員会を除く。）ごとに
　４グループに分かれ、議員と市民の皆さまによる
　意見交換会を行いました。
　テーマ

■総務文教委員会　つくばスーパーサイエンスシティ構想
　■福祉保健委員会　高齢者タクシー運賃助成事業
　■市民経済委員会　つくばの観光振興
　■都市建設委員会　将来を見据えた周辺市街地の活性化

広 報 広 聴 委 員 会 で す！ 　  
新

  広報広聴委員会について
広報広聴委員会は、地方自治法第 100 条第 12 項に規定され

ている『議案の審査または議会の運営に関し協議または調整を
行うための場』です。

当委員会は、①議会報の編集・発行に関する協議  ②議会報告
会の運営に関する協議  ③そのほか議会の広報および広聴に関す
る協議  を行うことを目的としています。

  委員長あいさつ
　皆さま、こんにちは！広報広聴委員長の小村政文と申します。
　令和４年 12 月 27 日より、広報広聴委員会が新体制となりました。
　当委員会は、つくば市議会の中で、市民の皆さまと議会をつなぐ架け橋の役割を担っております。具体的には、年に一度の議会
報告会・意見交換会の開催や、市議会だよりの編集・発行などを行う委員会です。
　身近で分かりやすい議会の実現に向けて、市民の皆さまからの幅広いご意見を議会に反映し、議会の見える化を推進してまいりま
すので、どうぞご期待ください！

閉会

本号もわれわれ
広報広聴委員会が

編集・発行しました

小村委員長 川久保副委員長

山中委員

宮本委員 川村委員

小森谷委員

神谷委員 小久保委員

13：30

から

14：15

13：00

14：30

から

15：30

15：30

議会からの報告は YouTube で配信し、意見交換は Zoom
で実施しました。




